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T-2588の 産 婦 人 科 領 域 へ の 応 用

舘 野 政 也

富山県立申央病院産婦人科

新 セフェム系経 口抗生剤T-2588に つ いて,基 礎的 ・臨床的検討を行ない,以 下の結果 を得た。

1) 18例 の産婦人科感染症にT-2588を 使用 した結果,著 効1例,有 効17例 で無効例は1例 も

な く,有 効率は100%で あった。

2) 細菌学的には, E.coti, K.pnemmoniae, E.ctoacae, S.epidermidisな どに有効であった。

3) 乳汁中への移行 は極 く軽微であ って,褥 婦に使用 しても比較的安全であることが伺えた。

4) 副作用,臨 床検査値 の異常は18例 中1例 に も認 められなか った。

産婦人科領域における骨盤内感染症 に閲 しては特別な

場合を除 き,そ の臓器の位置的な関係か ら起炎菌の証明

が困難な場合が多 く,感 染症 と思われる症例 に対す る治

療に当っては抗生物質の選択 に迷 う場合が少な くない。

そ こで,こ れら感染症の治療 に当っては広範 囲抗菌 スペ

ク トラムの抗生物質の使用を余儀 な くさせられる。

今回,我 々が臨床応用す る機 会を得たT-2588(Fig.1)

の抗菌活性体T-2525(Fig.2)は グラム陽性および グラ

ム陰性菌に対 して広範囲抗菌スベ ク トラムを有す るとさ

れているη。本剤はこ とにグラム陰性菌 に対 す る抗菌力

が優れ てお り, E.coli, K.pneumoniae, Indole(+)

Proteus, S.marcescens, Citropacter, Enterobacter

な どに対 して強い抗菌活性を示 している。 また体内動態

は経 口投与 によって比較的高い血中濃度が得 られ,主 と

して尿中排泄 され るが腎毒性は極めて低 いと考えられで

い る1)。そ こで,少 数例ではあ るが,そ の臨床成績 につ

いて報告 したい と思 う。 なお,産 科領域 においては産褥

乳腺炎に対す る治療において抗生物質の乳汁中への移 行

の問題が しば しば と り上げられ るので,T-2588の 乳汁

中への移行についても少数例 ではあるが検討 したので報

告す る。

I. 研究対象 および方法

1) 乳汁 中へ の移行に関す る研究対象お よび方法

褥婦5例 について,T-2588を 食後200mg経 口投与

し,投 与後2時 間,3時 間および4時 間の時点 で採血お

Fig.1 Structure of T-2588

よび採乳を行 ない,T-2525の 血 清中濃度お よび乳汁中

の濃度につ いて検討を加えた。

T-2525の 測定 はP.mirabitts ATCC21100を 検定菌

とす るペーバーデ ィスク法によ り行な った。血清中濃度

は ヒトブール血清(10%リ ン酸 でpH7.2に 調整)で 作

成 した標準曲線 を,乳 汁 中 濃 度は1/15MPBS(pH

7.0)で 作成 した標準 曲線を用 いた。 域

2) 産婦人科感染症に対 する治療対象および治療法と

効果判定

産婦人科感染症18例 をT-2588に よる治療の対象と

した。疾患 の内訳 は子宮内感染症5例,付 属器炎お よび

卵管溜膿腫2例,骨 盤腹膜炎6例,外 陰膿瘍2例,バ ル

トリン腺膿瘍3例 である。T-2588の 投与方法は1日300

mgを3回 に分けて食後100mg宛 服用させた。投与期

間は5日 間17例,7日 間1例 であった。投与前後の菌

の検 出は可及的に起炎菌 を反映す るよう,子 宮内感染に

ついては子宮内容物,骨 盤腹膜炎につ いてダグラス穿刺

液,膿 瘍 につ いては膿汁 を検体 と して菌の発見 につとめ

た。効果判定は臨床症状,検 査成績,細 菌に対す る効果

に基づ き判定 した。すなわち,す べてが改善 されたもの

を著効,臨 床所見が改善 し,細 菌学的効果が無効または

不 明の もの,あ るいは細菌 学的には有効であるが臨床所

見が不満足の ものは有効,全 く効果 の認められなか った

例 を無効 と した。 また 自他覚的副作用 についても検討 し

た。

Fig.2 Structure of T-2525
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Fig.3 Serum level and mother's milk level 
of T-2525 (200 mg p.o., non-fasting)

Serum level

(μg/ml)

Mother's milk level

(μg/ml)

II. 成 績

1) T-2588の 母乳中への移行

Fig.3に 示す ようにT-2588を200mg経 口投与 し,

投与後2時 間,3時 間お よび4時 間のT-2525の 血 清中

濃度は時 間の経過 と共に上昇す る。 しか し,母 乳中へ の

移行はみ られず(検 出限界以下)投 与4時 間以後の推移

は調べてないものの,本 剤 の母乳中への移行はほ とん ど

無視 し得る程度 であ ると考 えられた。

2) 臨床成績

今回のT-2588の 臨床成績 をまとめ ると,Table1の

ごとくである。

即 ち18例 中著効を示 した症例は産褥子宮内感染の1

例(CaseNo.1)で あ る。この症例はT-2588 300mg/

day 5日 間の使用 によ り発熱,白 血球増多お よびCRP

が著 明に改善 され,細 菌学的に も投与前に子宮内容物か

ら検 出されたK.Pneumoniae,E.cloacaeは 治療後完全

に消失 していた。 したが って臨床的お よび細菌学的 に効

果 が認め られたので,著 効 と判 定 した。 他の17症 例

(産褥子宮内感染症 を含む 子宮内感染症4例,付 属器炎

お よび卵管溜膿腫2例,骨 盤腹 膜 炎6例,外 陰膿瘍2

例,バ ル トリン腺膿瘍3例)に つ いては,す べ て有効 と

判定 され,18症 例 の有効率は100%で あった。細菌学

的 にはK,pneumoniae,E.cloacae(症 例1), K.Pneu-

moniae(症 例4), S.epidermidis(症 例5), Lacteba-

cillus sp.(症 例6), E.coli(症 例14)の 消失例が認め

られた ものの, E.faecalis(症 例4,5)に 対 しては菌の

消失が認め られず,本 剤 の抗菌力 と相関 した結果が得ら

れ た。

副作用お よび臨床検査値の異常は1例 も認め られなか

った(Table 2)。

III. 考 按

産婦人科領域で取 り扱 う感染症は尿路感染症 をは じめ

として極めて多 く,し か も骨盤腹膜炎や子宮付属器炎な

どは起炎菌に結びつ く菌 の証明は厳密 には不可能である

場合が大部分である と言 って も過言 ではない。

起炎菌の証明され る場合は, E.coliが 主役 をな してい

る場合が もっとも多いと著者は考 えている。 この点から

言えぱ グラム陰性桿菌に感受 性の強 い抗生物質の使用が

先ず第一に考えられ る。その他の検出菌 としては, K.

pneumoniae, E.foecatis, S.aureust:ど が多いことを著

者は経験 している。その他,投 与薬剤に関 しては臓器内

濃度分布の問題 も重要 であ るが,最 近の抗生物質は本剤

も含めて,子 宮内膜,筋 層,付 属器,死 腔液な どへの到

達性に秀れ ていることが知 られ ている1～4,。

今回我 々が臨床応用 したT-2588は18例 とい う少数

例ではあるが,グ ラム陰性桿菌 に対す る高 い感受性,高

い臓 器内濃度分布1,な どが関係 してか極 めて有効 であっ

た印象をもってい る。また,褥 婦に使用 しても乳汁中へ

の移行はく0.025μg/mlで あ り,比 較的安心 して使用で

きる薬剤 ではな いか と考 えている。副作用,臨 床検査値

(GOT,GPT,etc.)の 異常 は18例 中1例 にも認め ら

れず,副 作用 も少ない安全 な薬剤である と言ってよいか

と思 う。
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APPLICATION OF T-2588 IN THE FIELD OF 

OBSTETRICS AND GYNECOLOGY

MASAYA TATENO 

Department of Obstetrics and Gynecology, Toyama Prefectural Central Hospital 

Fundamental and clinical studies of T-2588 were carried out and the following results were 

obtained. 

1) Clinical effects in gynecological infections were excellent in 1 and good in 17 patients, and 

the efficacy rate was 100%. 

2) The bacteriological response was effective against E. coli, K. pneumoniae, E. cloacae, S. e pider-

midis, etc. 

3) The mother's milk level of T-2525 was lower than 0.025 ƒÊg/ml. at 4 h after 200 mg p. o. admini-

stration, and the safety of T-2588 was suggested. 

4) None of side effects and abnormal laboratory findings were noted in 18 patients.


